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● ⽣産プラントを構築している配管や⾼圧ガス容器の内部を検査する技術
● 超⾳波を配管外側から内部へ向けて照射することで配管の内部状況を画像化
● ⾮破壊検査⽤超⾳波プローブや医⽤超⾳波の⽣体安全性の評価技術としても応⽤可能

研究のねらい

研究内容

⽣産プラントを構築する配管や⾼圧ガス容器などは、⽣産⼒を維持するために、故障やトラブルを未然に
防ぐことが必要不可⽋であり、そのために多額の費⽤をかけて設備の保守点検を定期的に⾏っています。⼀
⽅、⽇本国内にある⽣産プラントは国際競争⼒を維持するために、点検にかかる費⽤を圧縮することが求め
られており、そのためには質を落とさずに簡易に点検できる技術が必要です。配管や⾼圧ガス容器の劣化は、
内部を流れる溶媒中に⽣じる気泡の破裂などにより⽣じることがわかっています。私たちは気泡の発⽣や破
裂の位置を簡易且つ低コストに実施できる技術として、超⾳波を配管外側から照射することで配管内部を点
検する技術を研究しています。

我々は、安全且つ安価な特徴をもつ超⾳波を⽤い
て、配管外側からパルス超⾳波を照射し、配管内部
の気泡からの反射波を利⽤して、気泡を画像化する
ことを検討しています。今年度は、⾁厚5 mmのス
テンレス銅管内に気泡を流し、配管外側から周波数
5 MHzのパルス超⾳波を照射した結果、配管内部を
流れる気泡を確認することができました。

⼀⽅、本技術の実⽤化には照射されるパルス超⾳
波の特性評価が不可⽋です。ハイドロホン(⾳圧セン
サ)の感度校正値は⼊⼿できる周波数範囲が限られる
ため、限られた感度校正値を使いより広帯域の超⾳
波を計測するための外挿法の有効性を検討しました。

連携可能な技術・知財
 配管内を流れる溶媒の状況を確認する技術
 ⾮破壊検査⽤超⾳波プローブの性能や医⽤超

⾳波機器の安全性評価技術
 超⾳波計量標準や超⾳波⾳場計測技術を活⽤

した超⾳波利⽤機器の評価、開発の⽀援
 本研究の⼀部は、JSPS科研費20K045525の

助成によって実施されました。

ハイドロホン感度周波数特性への外挿の例
(校正周波数範囲1 MHz-10 MHzの場合)

気泡の画像

気泡

SUSを⽤いた配管

超⾳波照射箇所

瞬時ピーク⾳圧測定値の例(3.4MHzパルス超⾳波)
1 MHz - 40 MHzの全感度校正値を⽤いた測定値との⽐較
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